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広 報
.2面・・グユニPリーダーに聞きました

.3面…市議会9月定例会の結果

・4面・ 5面...rゆとりjの申で
「生きる力Jをはぐくむ

主 な内容

舎
、
青
少
年
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
や
社
会

性
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
舎
年
度
を

『青
少
年
健
全
育
成
の

年
」
と
位
置
付
け
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
青
少

年
が
「
生
き
る
力
」
や
「
豊
か
な
の
」
を
は
ぐ

く
み
、
主
体
性
を
も
っ
て
育
つ
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て、

「青
少
年
健
全
育
成
」
に

つ
い
て
、
住
民
実
態
調
査
を
し
ま
し
た
。
対
象

は
、
住
民
塁
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

二
十
歳
以
上
の
方
、
三
千
四
十
四
人
(
回
答
を

い
た
だ
い
た
の
は
、
一
千
四
百
三
十
四
人
、
回

収
率
は
、

灯

・
1
%
)
で
す
。

住
民
実
態
調
査
の
結
果
の
詳
細
(
速
報
)
は
、

市
役
所
三
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

5
1
5
)

へ。

教
育
総
務
課

(内
線

3

av 

最
近
の
小
学
生
や
中
学
生
が
身
に
つ
け
て
い
る
力

で
は
、
「
情
報
や
流
行
を
取
り
入
れ
る
力
」
が
抜
き
ん

で
て
向
く
、
行
-
5
%
で
し
た
。

「今
の
チ
ど
も
は
、
ビ
デ
オ
や
テ
レ
ビ
昏
組
、
雑

誌
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
や
流
行
を
取

り
入
れ
る
力
が
あ
る
」
と
大
人
が
と
ら
え
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

民
欄
W
が
ま
ん
強
さ
が

4
也
司

不
足
し
て
い
る
。

円
以
近
の
小
学
生
や
巾
学
生
に
不
起
し
て
い
る
-H
で

は、
「が
ま
ん
強
さ
」
が
政
も
向
く
九
・
9
%
で
し
た
。

「社
会
と
の
か
か
わ
り
あ
い
の
巾
で
、

向
己
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
力
が
弱
く
自
己
中
心
的
な
傾
向
に
あ
る
」

と
大
人
が
考
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま

た
、
不
足
し
て
い
る
力
が
九
項
目
で
印
%
を
超
え
て

い
る
の
は
、

「身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
大
人
の

大
き
な
期
待
感
や
願
い
の
表
れ
と
も
受
け
取
れ
ま
す
の

h
a
p
υコ
才
屋
大
沼
こ
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家
庭
で
心
が
け
て
実
行
し
て
い
る
こ
と
で
は
、

「し

つ
け
を
大
切
に
す
る
」
が
小
学
生
が
い
る
家
雌
で
拙

も
向
く
河
・
3
%
で
し
た
。

多
く
の
大
人
が
子
育
て
に
熱
心
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
姿
が
う
か
が
え
ま
す
。
し
か
し
、
「
し
つ

け
」
は、

「子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
」
で
も
高
い

選
択
率
を
示
し
て
い
て
、
子
育
て
が
必
ず
し
も
親
の

思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
そ
の
難
し
さ
に
悩
み
、
苦
労

し
て
い
る
実
態
も
う
か
が
え
ま
す
。

情
報
収
集
力
が

あ
る
。

最近の小学生や中学生について

ム
ポ
ラ
ン
一T
ィ
ア
車
闘

士
U

のセ
λ
凶
ト
ル

V
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が

広
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強

d
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札

価

正

し

さ

一
咽
亭
へ
の
思
い
や
り

す
山

1
ル
モ
守
晶

一
君
臨
時
動
に
圃
佳

一
平
帯
仏
噌
え
晶

一
革
ね
り
と
協
調
du
畠

{
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

一山田

白

草

暗

変

性

一斬
レ
い
も
の
の
刷
出
力

一楠
橿
的
事
行
動
力

一
噌
え
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哀
調
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家庭で心がけて実行していること

arE
用

回

笹

鯛

劫

盟
問

刊

に

草

い

一

そ

の

他

合
酎
保
蝿
で
叶
憎
い
よ
コ

H
M

志の
h
動
t
f
す
品

行
四
酬
を
大
切
に

ル
ー
ル
を
守
b
せ
岳

買
佳
を
日
開
た
H
U
る

子
ど
も
の
由
塁
。
尊
盈

提
袈
の
バ
ラ
ン
ス

岱

性

を

の

ば

宮

川
崎
め
る
-
励
ま
官

官
ち
ん
と
し
N
M
A相

色

中

幅

件

"

何
で
十世
話
し
含
A
E
W

Z
d
伝
い
評
」
さ
ぜ
る

し
つ
け
を
大
切
に

曙
車
販
一
一
聞
の
食
事
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写真は平塚市ジュニアーリーダーズクラブのみなさん
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中央公民館
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9・00開場
9:20開会・表彰式

10:15璃演(野口健さん)
『私の分岐点』

11 :00宵少年の活動報告
12:10実行委員会からのメッセージ

12:15閉会

-・・・・・・5・E回=Iliiilll・・・・

9・00開場

9:30開会

10:00基調講演(秋山仁さん)
『賢治から学13，21世紀の教育
のあり方』

10:50パネルディスカッション

16:10閉会
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大
人
と
子
と
も
と
地
域
と
僕
ら

平成11年10月15日

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
聞
き
ま
し
た

子
ど
も
会
な
ど
の
地
地
の
行
耶
で

人
形
劇
や
ゲ
1
ム
大
会
な
ど
を
企
問

し
、
チ
ど
も
た
ち
ゃ
地
域
の
大
人
と

楽
し
く
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
活
動
を
し

て
い
る
中
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の

仲
間
た
ち

l
平
塚
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ

ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
。

彼
ら
は
、
地
域
社
会
の

一
品
と
し

て
、
家
庭
や
学
校
で
は
経
験
で
き
な

い
よ
う
な
活
動
や
仲
附
づ
く
り
を
し

て
い
ま
す
。
現
在
の
会
口
数
は
八
十

二
人
。
今
回
は
、
会
長
の
大
野
直
人

さ
ん
ほ
か
役
只
の
高
校
生
に
、
彼
ら

の
活
動
や
ま
わ
り
の
大
人
、
友
達
の

こ
と
に
つ
い
て
訴
を
聞
き
ま
し
た
。

教
え
る
こ
と
で
学
ん
で
い
ま
す

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
や
っ
て
い

て、

一
醤
楽
し
い
の
は
、
子
ど
も
た

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
で
す
。
初
め
て
出

会
え
る
子
ど
も
た
ち
と
、
気
軽
に
訴

を
し
て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
発
比
が

あ
る
ん
で
す
。
F
ど
も
に
教
え
、
逆

に
教
わ

っ
て
学
ん
で
い
く
と
い
う
繰

り
返
し
が
す
ご
く
好
き
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た
と
き
の

達
成
感
が
い
い
ん
で
す
よ
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
ま
で
の
会
説
で
な
か
な
か

決
ま
ら
な
い
と
き
な
ん
か
は
、

「
つ
ら

い
な
あ
」
と
思
う
こ
と
は
、
あ
る
ん

で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
少
し
つ
ら
い

こ
と
を
ク
リ
ア
し
て
待
ら
れ
る
発
見

や
達
成
感
は
、
な
ん
と
も
一言
え
な
い

で
す
ね
。

大
人
の
目
線
に
あ
わ
せ
る
と

中
学
生
の
こ
ろ
と
比
べ
る
と
、
大

人
を
見
る
目
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い

る
と
、
大
人
も
子
ど
も
の
こ
と
を
深

く
考
え
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と

い
う
気
が
し
ま
す
。
つ
い
故
近
ま
で

は
、
大
人
は
大
人
の
存
従
で
し
か
な

か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
広
く
て
や
さ

し
い
心
に
触
れ
る
と
、
大
人
も
私
た

ち
と
同
じ
よ
う
に
子
ど
も
の
と
き
が

あ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
、
今

の
大
人
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う

見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
大
人
が
大
人
の

U
総
で
話

を
し
て
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
よ
う
と
背

伸
び
を
し
ち
ゃ
う
と
、
ど
う
し
て
も

自
分
が
崩
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

わ
た
し
た
ち
が
子
ど
も
と
話
す
と

き
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
相
手
の

回
線
で
情
を
す
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
ヒ

合

-J
れ
4

『
キ
ャ
ン
プ
は
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
ク
ラ

，F
4

ブ
生
が
企
画・
運
営
し
、
集
団
生
活
の
ル

ー
ル
を
学
び
ま
す
。

h
F
今
回
取
材
し
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ

ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
高
校

生
(
左
か
ら
、
大
野
さ
ん
、
榎
原

さ
ん
、
末
次
さ
ん
)

で
、
す
ご
く
大
事
な
こ
と
な
ん
で
す

よ
ね
。

地
蟻
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
!

ま
わ
り
の
友
達
は
、
あ
ま
り
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
の
は
、
小
学
生
や
大
人
が
参

加
す
る
も
の
だ
と
い
う
先
入
観
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「北口

は
、
地
域
の
行
事
は

一
番
の
楽
し
み

だ
っ
た
」
と
言
、つ
ん
で
す
け
ど
、
今

は
、
ほ
か
に
魅
力
が
あ
る
イ
ベ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
情

報
枇
も
多
い
で
す
し
、
バ
イ
ク
や
車

の
免
砕
を
と
れ
ば
、
行
動
範
聞
も
広

が
り
ま
す
か
ら
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

で
楽
し
む
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
ま
わ

り
の
友
達
は
な
か
な
か
・
・
・
。

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
も
結
構
楽
し
い

ん
で
す
け
ど
ね
。
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子
ど
も
会
に
呼
ん
で
く
だ
さ
い

わ
た
し
た
ち
は
、
地
域
の
人
と
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
が
も
っ
と
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
会
な

ど
に
は
、
ぜ
ひ
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

特
に
、
わ
た
し
た
ち
の
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ズ

・
ク
ラ
ブ
に
は
、
金
向

的
に
も
め
ず
ら
し
い

「人
形
劇
部
」

が
あ
り
ま
す
。
大
努
の
人
に
楽
し
い

人
形
劇
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
戸
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。(一

か
月
く
ら
い
前
ま

で
に
行
少
年
諜
E
n
l
7
0
2
9
へ

辿
絡
し
て
く
だ
さ
い
)

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
:
に
な
る
に
は

毎
年
二
月
に
、
わ
た
し
た
ち
の
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
中
学
生
で
、
ア
ウ
ト
ド

ア
体
験
や
ゲ
l
ム
体
験
、
キ
ャ
ン
プ

体
験
な
ど
、

一
年
間
の
必
成
前
瑚
口会

の
あ
と
、
入
会
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年
課

(宮
招

l
7
0
2
9
)
へ
。

や
っ
て
き
ま
し
た
、
秋
の

一
大
イ

ベ
ン
ト

「他
府
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
。

今
年
は
、
人
気
の
ふ
わ
ふ
わ
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
や
健
康
相
談
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
l
に
加
、
ぇ
、

「ベ
ル
マ
l
レ
平
塚

ミ
ラ
ク
ル
ス
テ
ー
ジ
」
や

「チ
ア
リ

1
デ
イ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
」
な
ど
の
特

別
企
凶
で
、

二
十

一
世
紀
を
担
、

zv

少
年
へ
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ぜ
ひ
、
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
課

(内

線
2
6
6
7
)
へ
。

べ
h
w
マ
山
平
塚

ミ
ラ
ル
ヌ
-
F
上
ジ

野
外
ス
テ
ー
ジ
周
辺
を
横
断
幕
や

フ
ラ
ッ
グ
で
彩
り
、
選
手
と
・
控
必
に

交
流
で
き
る
サ
イ
ン
会
や
写
江
戸
拙
彬

文
化
財
を
特
別
公
開

ハ
イ
キ
ン
グ
で
文
化
財
を
巡
り
ま

せ
ん
か
。
市
内
五
か
所
で
文
化
財
を

特
別
公
開
し
ま
す
。

今
川
は
、

卜
刀

-
Hに
新
し
く
市

の
亙
要
文
化
財
に
折
定
し
た
神
田
寺

旧
観
音
寺
が
所
布

(博
物
館
寄
託
)

L
U
ん
ら
-v
，、

L
a，
、

ね

は

ん

ず

し

は

ん

す
る

「紙
本
計
色
世
襲
函
」
「
紙
本

、av〈L
a〈
L
-う
与
す

ず

ご

ど

令

て

ん

句

ん

釘

う

着
色
十
王
図
の
う
ち
五
道
転
輪
王」

も
公
開
し
ま
す
。

-
日
時
叩
月
白
日
(
よ
)
1
日
月
3

円
(祝
)、
午
前
9
時
1
午
後
3
時

〈博
物
館
は
、
日
月
7
口
(H
)ま
で
、

午
前
9
時
i
午
後
5
時
、
日
月
1
日

(月
)は
休
館
)

av公
開
場
所
・
文
化
財

Z

マ
清
嶋
崎
庁
担
団
体
郷

γ
/伝
徳
川

家
版
下
賜
銚
子

・
釜

・
椀

1
1

マ

特

筆

(南
原
.守

自
)
/
紺
本

山
川
色
法
然
上
人
像

同
州
加
一議

詳

諭

殿

一二
丁
日
)

/

木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像

ーマ
宝
積
院
薬
師
堂
(
上
平
塚
)

/
木

ぞ
う
や
〈
し
に
£
ら
い

ma'aヲ
ぞ
う

造
薬
師
如
来
立
像

マ
博
物
館
/
紙
本
必
色
浬
繋
図
、
紙

本
清
色
十
王
国
の
う
ち
究
辺
転
輪
王

ほ
カ
-
問
い
合
わ
せ
先

(宮
お
1
8
1
2
4
)
社
会
教
育
課

"-' 
込会

、
サ
ポ
1
タ
!
と
の
ト
1
ク
シ
ョ

ー
な
ど
を
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
来
場
し
た
方
と

一
緒
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
フ
ラ
ッ
グ
を
作
り
、

J
1

残
留
に
向
け
て
、
み
な
さ
ん
の
熱
い

思
い
を
結
集
し
ま
す
。

マ
時
間
午
後
1
時
1
3時

マ
会
場
野
外
ス
テ
ー
ジ

チ
ホ
ν
リ
qヂ
ィ
ジ
グ

ス
テ
川
1U
V
/
乙

八
月
に
聞
か
れ
た
全
凶
チ
ア
リ
l

デ
ィ
ン
グ

M
本
選
手
権
大
会
の
大
学

部
門
で
三
位
に
輝
い
た

「東
海
大
学

体
育
会
チ
ア
リ
1
デ
イ
ン
グ
部
F
i

n
e」
の
み
な
さ
ん
が
華
や
か
で
迫

力
あ
る
演
技
を
披
露
し
ま
す
。

マ
時
間
午
後
0
時
日
分
3
0時
的

分マ
会
場

野
外
ス
テ
ー
ジ

、、i

紙本着色浬鎖国〈部分 〉
神田寺旧観音寺(博物館寄託)

ス
弔
y
MG
べ
ど
l

フ
ソ
刈
守
み
ゆ
一ト

ベ
ピ
l
用
品
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ

ャ
ー
用
品
な
ど
の

「健
康
リ
サ
イ
ク

ル
用
品
」
を
販
先
し
ま
す
。

マ
時
間

午
前
9
時
1
午
後
3
時

マ
会
場

平
塚
競
技
場
南
側
副
路

と
も
し
び
市
民
フ
ェ
ス
一
存
パ
ル

陣
型
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、

一

緒
に
楽
し
め
る
ミ
ニ
運
動
会
や
、
地

域
作
業
所
の
製
品
の
即
光
会
を
他
府

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
同
時
に
開
催
し

ま
す
。

マ
時
間

午
前
叩
時
3
午
後
3
時

マ
会
場

平
塚
の
は
ら
っ
ぱ

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
福
祉
協
誠

会

(宮
お
1
2
3
3
3)

平む@器官就寝匂ゆ~す③

A 専門家から学ぶ

s 琴演奏(旭陵中〉
4海外の友達と交
流 (大野中)

教育研究所 (宮33-2121) 

地減の人か5学びます
漁師さん、大工 さん、民家の人な

ど地域で活雌する人たちと 一緒にそ

の仕耶を体験したり、直接訴したり

することで、人生の夢

や希認がふくらむ1泣か

な生 き方をはぐくんで ¥

いきます。

また、地減の人たち

に学校行'1"1-や学習活動
の支援などのボランテ

イアを呼びかけていき:

ま-r。

、
学校ごとに創意工夫をします
国 35 ・~:数 ・理科・社会などの教科

の学ぞlをさらに充実し、地域の特色
や関与Eを牛.かした 「総合的な学判の
時 llUJを設け、子どもたちが学び方
や制ベ方を身に付けられる教行を進

めていきます。自 ら学 び、 1斗ら考え

る 『生きるカ』 を育てます。

j J議ネ
国

小学校5年生かう高校3年生までの31人の「青少年議員Jが日ごろ感じている地
域や学校での棟々な課題を調査し、自分たちの思いや願いを韻事堂で発表します。

傍聴をご希望の方は、事前に、指導室へと連絡ください。

新教育課程
はじまる

「やってみたいjを生かします . 
例えば、世界の地恋!を学包したあ

と、 「外国のことをも っ と知りたし、」

「外国の料理を作りたいJi英会話が :
うまくなりたい」というような子ど :

もたちの 『や ってみたい』 を大切に

し、個性をはぐくむ教育を進めてい

きます。 :

10月31日(臼)午前9時30分-11時30分

『青少年議会』を聞きます
。問い合わせ先指導室(内線3534)



市
議
会
9
月
定
例
会
の
結
果

行
政
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

九
月
二
十

一
日
に
閉
会
し
た
市
議

会
九
月
定
例
会
で
は
、

「平
塚
市

一

般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど
十
五
議
案

を
市
長
が
提
案
し
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
、
巨
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

-

一
般
会
計
補
正
予
算
:
・
六
億
九
千

三
百
五
十
五
万
五
千
円
を
追
加
。
こ

問
一
豆
盛
狐
(匂

第657号 (1日・15日発行)広報ひらつか

の
結
来
、

一
般
会
計
の
予
詐
規
模
は

七
百
一
一十

一
億
五
千
百
七
万
八
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
民
間
倉
庫
借
り
上

げ
の
た
め
の
賃
貸
料
、
駅
北
口
自
転

車
駐
車
場
内
に
設
位
す
る
公
衆
使
所

の
工
事
賞
、

州民
道
や
用
排
水
路
の
改

修
費
で
す
。

教育委員

民壁佐ーさん

公平委員

棚橋英彦さん

回

草
取
り
作
業
に
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

、/

i令
固定資産E平価審査委員固定資産評価審査委員
高橋孝和さん 清水光雄さん

レポーター
鈴木久美子さん

春はボピー・秋はコスモス花盛り
「馬入・光と風の花づっみJ(相模川河川敷・長瀞
スポーツ広場北側)を支えているボランティアのみ

なさんを紹介します。

-
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
:
小
糸

光

一
郎
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

民
壁
佐

一
さ
ん

(万
国
間
)
の
任
命

を
求
め
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
0

.
公
平
委
員
会
委
員
の
任
命
・・・中村

武
司
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
棚

橋
英
彦
さ
ん

(山
下
側
|
3
)
の
選

任
を
求
め
、
同
な
さ
れ
ま
し
た
。

-
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
・・・
柳
川
貞
夫
さ
ん
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
清
水
光
雄
さ
ん

(横
内

側
)
の
選
任
を
求
め
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
高
橋
孝
和
さ
ん

(よ

平
塚
ロ

l
印
)
の
再
任
を
求
め
、
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

十市 Q
二 議 A

i竿プ:
寸日了: 、，
貢是玄
二 例 言語
十会 二;:;:
二 _ z3; 

旦￥ 中
か五 車陸

吹
く
風
が
快
い
秋
附
れ
の
九
月

三
十
八
日
、
お
花
畑

「鳥
人
・
光

と
風
の
花
づ
っ
み
」
を
訪
れ
ま
し

た
。
土
手
の
よ
に
立
っ
と
目
の
前

い
っ
ぱ
い
に
色
と
り
ど
り
の
花
を

つ
け
た
コ
ス
モ
ス
畑
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
花
畑
の
草
取
り

を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
十
月
と
は
い
っ
て
も

照
り
つ
け
る
け
差
し
は
強
く
、
体

が
隠
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
雑
草
の
生

い
茂
っ
た
花
畑
の
中
で
、
汗
ま
み

れ
で
懸
命
に
草
取
り
を
し
て
い
る

み
な
さ
ん
を
凡
て
あ
ま
り
の
大
変

さ
に
戸
を
掛
け
る
の
も
た
め
ら
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
「
意
外

と
力
が
い
る
ん
だ
よ
」
、

「草
を
取

っ
た
ら
コ
ス
モ
ス
が
倒
れ
な
い
よ

う
に
艇
の
周
り
に
土
を
か
ぶ
せ
て
」

と
教
わ
り
な
が
ら
や
っ
て
み
る
と

恩
っ
た
以
上
に
大
変
で
す
。

ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ピ
湘
南
チ
ャ
ン
ネ

ル

(2
チ
ャ
ン
ネ
ル
)
で
市
秘
会
の

模
様
を
生
中
継
し
ま
す
。

時
間
は
午
前
十
時
か
ら
会
議
終
了

ま
で
で
、
当
日
午
後
七
時
か
ら
再
欣

送
も
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
融
会
穆
務
局

(内
線
2
3
6
9
)
へ
。

環
境
基
本
計
画

「公
民
館
で
説
明
会
を
開
催

来
年
三
月
末
の
完
了
を
め
ざ
し
、

第
一
近
作
業
を
進
め
て
い
る

「環
境
北

本
計
阿
」
の
市
民
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
基
本
計
画
策
定
の
最
終
段
階

関
歳
以
上
の
保
険
料
は
約
側
円

介
護
保
険
事
業
計
画
「
中
間
ま
と
め
」

来
年
同
月
か
ら
始
ま
る
介
秘
保
険

の
事
業
計
画
の
中
間
ま
と
め
を
し
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
「
介
護
保
険
事
業
計
画
|
中

間
ま
と
め
」
の
冊
子
は
、
公
民
館
な

ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

計
画
に
は
み
な
さ
ん
の
考
え
を
反

映
さ
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、

介
護
保

険
推
進
室

(宮
幻
|
8
7
9
0
)
ま

で
、
ご
窓
口
ん
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

マ
臼
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は

厚
生
省
が
示
し
た
介
護
報
酬
の
仮

一
時
凶
の
年
取
り
作
業
に
は
、

戸一

卜
人
か
ら
四
十
人
ほ
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
が
あ
る
そ
う
で
す

が
、
こ
の
広
い
花
畑
で
は
と
て
も

起
り
る
人
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
人
で
も
同
体
で
も
、
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
に
手
伝
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
の
が
、
み
な
さ
ん
の

切
実
な
思
い
で
す
。

「大
安
だ
け
ど
、
こ
こ
に
来
る

と
い
ろ
ん
な
人
た
ち
と
会
え
て
楽

し
い
よ
。
向
然
の
中
で
汗
を
流
す

の
も
気
持
ち
が
い
い
し
」
「
見
に

来
た
人
に
容
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

も
っ
と
り
っ
ぱ
な
花
畑
に
し
た
い

ね
」
と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
は
、
本

当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。

丹
精
込
め
て
育
て
た
コ
ス
モ
ス

は
、
十
月
半
ば
に
は
満
開
と
な
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
お

花
畑
を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

単
価
と
材
料
出
万
法
に
よ
り
、
六
十
五

成
以
上
の
万
の
保
険
料
を
試
鉾
す
る

と
、
月
額
約
二
千
九
百
五
十
円
に
な

り
ま
す
。

正
式
な
保
険
料
は
、
来
年
三
月
に

決
定
し
ま
す
。

マ
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
は

介
護
保
険
法
に
定
め
ら
れ
て
い
な

い
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
者
の
福
祉
施

策
と
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
現
復
、
何
ら
か
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
が
、
介
護
保
険
で

は
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
方
の

支
援
に
も
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

マ
介
護
を
必
要
な
高
齢
者
数

昨
年
の
高
齢
者
実
態
調
査
か
ら
左

表
の
と
お
り
、
在
宅
で
介
護
が
必
要

な
高
齢
者
数
を
推
計
し
ま
し
た
。
今

後
の
準
備
認
定
の
結
呆
に
よ
り
、
見

直
し
て
い
き
ま
す
。

介護を必要とする高齢者数の推計

に
向
け
て
み
な
さ
ん
の
ご
立
川
ん
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
・
会
場

時
間
は
各
公
民
館
が
午
後
七
時
三

十
分
か
ら
九
時
三
十
分
ま
で
、
勤
労
会

館
が
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。

.
凶
月
初
H
(火
)、
神
間
公
民
館

-m月
幻
口
(水
)、
金
田
公
民
館

.
叩
月
話
回
(木
)、
大
野
公
民
館

.
日
月
2

H
(火
)、
吉
沢
公
民
館

.
日
月

4
n
(木
)、
旭
市
公
民
館

.
日
月
5
H
(金
)、
花
水
公
民
館

.
日
月
6
日
(土
)、
勤
労
会
館

公
民
館
や
図
書
館
な
ど
で
お
配
り

し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「環
境
法

本
計
画
に
つ
い
て
」
で
も
怒
比
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

返
信
用
は
が
き
、
ま
た
は
F
A
X

(
0
1
2

0
|
7
0
4
5
8
9
)
で

環
境
政
策
謀
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
政
策
課

(内
線
2
2
6
6
)
へ
。

;
 

2
3
}頃
見
7

e
R
U

リ
・
阪
?
入
品、も

νυ

相
V
F

旬、'

ぅ
a吋
人
人
4

A
A
h
Sろえ

ら
e
p
u

マ
n
a剛
巳
IL

託
老
4
2・V
Hd
v
 

900 1，794 

971 1，933 

1，027 2，045 

1，086 2，162 

1，148 2，287 

1，209 

1998年
(平成10年)

2000年
[平成12年)

2001年
{平成13年)

~ 

2002年
(平成14年)

2004年
(平成16年}

2003年
(平成何年)

(人}

口 要支援 (家事などの支援が必要な高齢者)
口 要介護1-2(軽度の介護が必要な高齢者)

口要介護3-5(重度の介護が必要な高齢者)

4000 3000 2000 1000 。

市民病院臨時職員の募集
実看護婦(士)…若干名
c>対 象 昭和35年4月2日以降に生 まれ、看護制

(上)の免許をお持ちの方

c> 勤務日時 月 ~金明日、午前81"~30分~午後'111年

c>賃金 時給 1.1751-Y (貸与あり)
安臨床工学技師・..1人
c>対象 昭和45年4月2日以降に生まれ、臨床1ンアt

技師の免許をお持ちの方

c>勤務日時過3U、午前8時30分~午後41時

c>勤務期間 ll)-J-平成12年3)Jぷ

c>賃金時給1.175円

.応募方法 市販の属鹿i_~}に必~lJ~玖を記入し、 ;;(r

波(士)または臨床工学技師の免許帽の'与しと一緒に

10月22日(金)までに市民病院病院総務課(〒254-

0015南原1-19-1.ft32-0015)へ。郵送可

平塚市嘱託員を募集します
女地域市民窓口センター嘱託員 (1人) 女生きがい事業団業務嘱託員 (1人)

c>対議 昭和29年4月2日-49年4月1Uの聞に生まれ、 c>対象 昭和14年4刀2臼-20年4JJl日の問に生まれ、

高等学校以ょを卒業した方 '1'学校以上を本業・し、普通自動車の運転免許をお持

c>勤務日時 :iN5円、午前9時~午後411芋 ちの方

c>賃金 )-J mi 145.5001-Y c>勤務日時月~金昭口、 午前8時30分~午後511守

安レセプト点検専門嘱託員 (1人) c>賃金 月額 170.300円

c>対象 昭和24年4月2R-51年4月1日のn:Jに生まれ、
高等学校以上を卒業し、医療保険笑務経験がある方 く共通車項>

c>勤務日時原則迎4目、午前9時~午後4時30分 契約期間は1年以内(更新可能)、社会保険加入、

c>賃金月傾 110.000円 +能率給 過助手当てなど文給。第1次試験は10月3011(Jニ)

女水洗化普及事務嘱託員 (1人) ・応募 方法 市役所3階曜夜μ淡などでお配りする
c>対象 昭和15年4月2円-20年4月1日の間に生まれ、 「受験申込山」に必要事項を記入し、 10月221:1(金)

中学校以上を卒業したH までに本人が直接同課へ。

c>勤務日時 週4日 (1迎28時間) .受け付け時間 午前8時30分~午後5時(上.H岨

c>賃金月額 145.500門 臼は除く) 聞 職員課 (ft21-8762) 

運転中に鳴った携帯電話。あわてて取って前の車に追突 l こんな事故が多

発しています。 11月 1日b、らは、運転中に携帯電話を使ったり、力一ナビを注

視したりすることが禁止になります。違反者は3か月以下の懲役または5万円以

下の間金。反則金は普通車で9.000円、減点は2点です。

11月1白から

運転中の携帯電話はNO
。問い合わせ先交通安全課 (内線2255)



固

地
域
教
育
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
動
を
紹
介

く〉膏少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日10時~17時
ゐ"で与ゆ;0，，，し

く〉ヤングテレホンn33-7830

(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時)~18時30分

子育て支援センター
(須賀保育園2階)

8. FAX21-7639 
0子育ての相談・情報提供
毎週月~金曜日9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
o来所 毎週月~金曜日10時
~17時

。電話 毎週月~土曜日9時
~17時(第2.4土曜日を除く)

平成11年10月15日

青少年相談室
(市民センター2階)

ft34-7311 

年
指
部
品
、
防
犯
協
会
、
児
童
委

μ、

子
ど
も
会
前
日
成
会
、
交
通
安
全
協
会
、

公
民
館
、
体
育
振
興
会
、
各
サ
ー
ク
ル

の
代
表
者
、
小
中
学
校
、

P
T
A
、
P

T
A
の
O
B会
な
ど

「
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
、

「
ゆ

と

り
」

の
中
で
、
吾
ど
も
た

ち

に

「
生

き

る

力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
掌
絞
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
連
携
し
、
バ

ラ

ン

ス
よ
く
教
育
に
あ
た
る
こ
と
が
重
要
で
す
」
。
こ
の
よ
う
な

申
央
教
育
審
議
会
(
申
教
審
)
の
答
申
を
受
け
、
平
原
市
で
は

「
地
域
教
育
力
ネ
ッ
ト

ワ

ー

ク

協
議

会
」

が

発

足

し

て

い

ま

す
。

そ

こ

で
、
舎
回
は
そ
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
、
各
巾
学
校
区

ご
と
の
協
議
会
は
、
間
広
い
メ
ン
バ
ー

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

A'各
中
学
校
区
で
の
構
成
メ
ン
バ
ー

白
治
会
、
社
会
福
祉
協
機
会
、

m
H
少

健康相談
(保健センター)

834-0311 
。電話 毎週月~金曜日10時

~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~10時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

8. FAX32 -2738 
0子どもの発達・発育の相談

・毎週月・水・金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

11月11日(木)10時~

4
・
5
%

・
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
活
動
内
容
は

知
ら
な
い

mu
-
-
%

・
知

ら

な

い

臼

・
2
%

・
無
回
答
・
無
効

5
・
2
%

.
活
動
を
支
援
で
き
ま
す
か

・
支

援

で

き

る

却

・

1
%

・
支
援
で
き
な
い

7
・
3
%

・
わ

か

ら

な

い

日

・
5
%

・
無
回
答

・
無
効

6

・
3
%

ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
人
が
多
い

。婦人

15時

様
々
な
世
代
と
交
流
し
、
様
々
な
生
活

体
験
、
社
会
体
験
、
自
然
体
験
を
頼
み

兎
ね
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

-
各
地
域
で
の
活
動
例

マ
地
域
ぐ
る
み
の
情
動

各
地
域
に
残
る
年
中
行
事
や
祭
り
、

伝
統
芸
能
の
継
承
・
復
活
な
ど
を
図
っ

て
い
ま
す

マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
前
動

向
齢
帆
引
を
い
た
わ
る
気
持
ち
を
構
っ

た
り
、
身
近
な
社
会
に
か
か
わ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す

マ
交
流
活
動

地
域
間
の
交
流
、
異
な
る
世
代
聞
の

交
流
、
附
害
者
と
の
交
流
、
国
際
交
流

な
ど
、
名
r

械
な
交
流
を
進
め
て
い
ま
す

マ
白
然
体
験
情
動

出
作
業
体
験
、
野
外
活
動
や
環
境
保

護
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
自
然
に
対
す

る
理
解
や
愛
情
を
育
て
て
い
ま
す

生
き
る
力
と
は

電話23・1111・35・1111

今
年
七
月
に
実
施
し
た
住
民
笑
態
調

査
で
、
地
域
教
育
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

脱
会
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
次

の
よ
う
な
結
来
が
出
ま
し
た
。

-
活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か

.
活
動
内
容
ま
で
知
っ
て
い
る

地
域
全
体
で
取
り
組
も
う

平
田
耶
市
地
域
教
育
カ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
会
長

小
清
水
恒
夫
さ
ん

年
目
で
、
ま
だ
認
知
度
は
低
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
聞
か
れ
る
背

少
年
議
会
や
背
少
年
健
全
育
成
フ
ォ
ー

ラ
ム
な
ど
の
機
会
も
利
用
し
な
が
ら
、

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
で
は
、
大
人
へ
の
働
き
か
け
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
学
校

が
惑
い
、
家
庭
が
悪
い
と
い
っ
た
責
任

の
な
す
り
合
い
で
な
く、

地
域
の
問
題

は
自
分
た
ち
の
問
題
で
あ
る
と
み
ん
な

が
怒
識
す
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。
難

し
い
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
そ

の
子
に
も
、
ひ
と
声
か
け
る
勇
気
が
今
、

大
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
取
り
組
み
は
、
新
た
な
地

域
社
会
の
あ
り
方
へ
の
模
索
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
方
の
ご

帯
説
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
八
年
七
月
の
巾
教
織
の
答
巾
で

は、

「生
き
る
力
」
を
次
の
よ
う
に
と

ら
え
て
い
ま
す
。

-
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、

自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動

し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
能
力

・
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他
人
と
協
調
し
、

他
人
を
思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
、
む
な

ど
豊
か
な
人
間
性
と
た
く
ま
し
く
生
き

る
た
め
の
健
康
や
体
力

答
申
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

「生
き

る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
、
保
護
者
、

教
員
、
地
域
の
人
身
な
ど
、
す
べ
て
の

大
人
が
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
其
剣
に

与
え
、
取
梅
的
に
取
り
組
む
地
域
づ
く

り
を
求
め
て
い
ま
す
。

至平E匝駅

233-2333 
。専門(金融、住宅、保健医

療-要予約) 11月11日(木)
13時30分~15時30分

。専門(法律要予約) 11月9
日(火)13時30分~15時30分

。生活支援 毎週月~金曜日

8時30分~17時

。ボランティア 毎週月~金

曜日8時30吋~17時

。母子・家庭児童 毎週月~

金曜日9時~1 6時

。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時~1 6時

を

福祉会館

中央
福祉会館 公民館

襲Z、口
セも
ン数

?両
市民 ー
センター

平塚市役所

保健福祉総合相談
(市役所l階)

221-8779 
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

o手話案内 毎週金曜日9時
~12時30分

。建築設計・耐震・バリアフリー

11月15日(月)1 3時~1 6時

。高年齢者職業 10月19日

(火)、 21日(木)、11月2日
(火)、 4 日(木)9時~12時

く〉許認可各種届出 10月19日

(火)13時~16時

。一般市民 毎週月~金曜日

9時~ 1 6時

背
少
年
の
様
々
な
問
題
行
動
へ
の
対

応
は
、

「対
症
療
法
」

的
な
手
だ
て
だ

け
で
な
く
、
家
庭
・
学
校

・
地
域
の
連

携
が
大
切
で
す
。
地
域
で
は
、
多
く
の

方
々
が
様
身
な
場
面
で
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
が
今
、

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
「地

域
教
育
カ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
は
、

そ
ん
な
考
え
か
ら
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、
市
内
十
五
の
中
学
校
区
そ
れ

ぞ
れ
が
、
地
域
の
独
自
性
を
生
か
し
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
発
足
三

協
議
会
が
発
足

こ
れ
を
受
け
、
平
塚
市
で
も
平
成
九

年
七
月
に

「平
塚
市
地
域
教
育
カ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
が
発
日
比
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
各
中
学
校
区
ご
と
に
組
織
さ
れ

て
い
る
地
域
教
育
カ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会

(地
域
に
よ
っ
て
は
背
少
年
を
育

て
る
会
、
青
少
年
を
守
る
会
な
ど
)
の

全
市
レ
ベ
ル
の
協
議
会
で
す
。

同
協
議
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
参
加
で
き
、
地
域
社
会
の
中
で

地
域
ぐ
る
み
で

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
は
、
単
に

人
々
の
地
縁
的
結
び
つ
き
に
よ
る
活
動

だ
け
で
な
く
、
同
じ
日
的
や
趣
味

・
関

心
に
応
じ
て
大
人
た
ち
を
結
び
つ
け
、

そ
う
し
た
活
動
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
く
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
地
域
ぐ
る
み
で

「生
き
る

市民相談室
(市役所1階)

823-1111内線2293
く〉人権 10月19日(火)、11月2
日(火)13時~16時

く〉行政 10月19日(火)、 11月
16日(火)13時~1 6時

。一般法律(予約制) 毎週水

曜日と毎月第4木曜日13時

~16時

。登記・供託・測量

(金) 13時~16時

。住宅新改築 10月19日(火)、
11月16日(火)13時~ 1 6時

く〉発明・考案・特許 11月8日
(月)10時~ 1 5時

。労働 11月11日(木)13時~
16時

。下請け取り引き 10月21日

(木)、11月18日(木)13時30
分~16時

。年金・社会保険・労災

9日(火)10時~15時

o消費生活 毎週金曜日9時
~16時

11月

11月12日

主育成、'"

歩

-一
ll
ぃ

ir
F

E
わ

正
'
u
q
F

a
z
rも

p

-4a--F
-

鴻

M

J

「
巴
二

b会

:やかに育つ

込められた

会」

あ
な
た
の
「
声
」
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

み
ん
な
で
つ
く
る
平
塚



~青少年広報ひ5っか回

の

第657号 (1日・15日発行)

市内28の幼稚園で、来年度の園児を募集します。募
集する幼稚園は下表のとおりで、私立は3歳児から5歳
児を、市立は2年保育のため4歳児のみを募集します。
入国については、巨接希望される幼稚園にお問い合

わせください。

.入国できる幼児

1>5歳児 (1年保育)

1>4歳児 (2年保育)

1>3歳児 (3年保育)

・入国願書の配布

b私立幼稚園 10月15日から告幼稚園で
1>市立幼稚園 10月15日から各幼稚園と学務課で
.入園願書の受け付け

b私立幼稚園 11月1日から告幼稚園で
b市立幼稚園 11月1日と2日、各幼稚園で
.問い合わせ先

学務課 (内線3565・豊原分庁舎1号館1階)

平成6年4月2日~7年4月 1 日生

平成7年4月2日~8年4月 1 日生

平成8年4月2日~9年4月 1 日生

A 港地区膏少勾

地域に足をコ

てほしいとのE
「郷土いろは力

V金旭学区教事

ネッ トヒ

子どもと大人

く「大山ナイト
11'''' .. 

A 金目中学校区教育力

ネットワーク協説会

子どもたちがプランターに花

を植え、バス停や学校などを飾

る「みん主主でつくろう花のまち」

v土沢地区青少年
健全育成連絡協調会

地元の大学生が小学校の体育

館で演劇や音楽などを発表する

「神奈川大学との交流」

私立幼稚園 地区 壇話番号 入園説明会 (10月〉
育英 出縄 33-2215 19日(火)
大神美里 大神 54-3288 16日(土)• 21日(木)
大野 東八幡 21-7302 20日(水)
神田 大神 55-0841 16日(土)
黒部丘 黒部E 31-1955 20日(水)
さをとり 四之宮 54-3558 15日(金)・16日(土)
さなだ 真由 58-0001 16日(土)
清水学園付属 根坂間 58-8080 20日(水)
湘南桜ケ丘 桜ケ丘 31-2623 20日 (水)
しらふじ 山下 34-3237 19日(メo
っくし 飯島 58-7111 16日(土)
つるみね 浅間町 22-2007 20日(水)
i革手口 白原町 31-0595 23日(土)
なでしこ 平塚 31-2471 27日(水)
白鳥 河内 32-7875 21日(木)
花乃 入野 32-0086 20日(水)
干Eオく 龍城ケE 31-5921 21日(木)
東中原 東中原 33-4849 20日(水)
平岡 岡崎 58-1188 20日(水)
平塚二葉 見附町 31-0864 20日(水)
平塚めぐみ 纏 32-3422 21日(木)
松風 松風町 22-0558 20日(水〉
美里 下島 55-3830 15日(金)• 22日(金)
市立幼稚園 地区 電話香号 入園説明会 (10月〉
港 夕陽ケ丘 22-4189 18日 (月)
さくら 民土 55-4414 28日(木)
ひばり 御殿 31-3828 1 9日(メ~)
土屋 土屋 58-1415 25日(月)
金目 南金目 58-0243121日(木)
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問
い
合
わ
せ
先

Aマ-
av 
av -A' A' A' a' A' A' a' a' A' 

aV 

• 
A. -A' A' A' a' a' a' -

av 
av -a' Av--a'A'A'a'a'A'A'A'A'A'A'A'A'A'A'A'A'a'A'A'A'a'A'A'A' 

A' A-A' A' A' A' A' A' A' A' -
av 

• 
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A
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• 
-
av 

A
n
uは
幼
い
こ
ろ
か
ら
母
親
と
氾
取
で
旅
行

を
す
る
時
、
グ
リ
ー
ン
市
を
利
則
し
て
い
ま
し

た
。
親
の
自
が
行
き
届
き
、
多
少
の
わ
が
ま

ま、

け
え
も
持
さ
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
将
通

市
に
来
っ
て
て
時
間
余
り
の
出
来
事
の
中
で
、

副
を
下
げ
て
溜
り
、
事
の
成
り
行
き
を
説
明
す

る
と
、
ま
た
元
通
り
の
元
気
な
A
討
に
な
っ

て
、
ぃ
車
窓
の
景
色
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

一
年
後
、
ま
た
電
車
の
旅
を
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
同
行
す
る
人
の
こ
と
、
周
り
の
人

の
こ
と
を
考
え
た
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
成
長

し
た
A
君
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幼
い
子
ど
も
と
出
か
け
る
時
、

「車
内
が
混

ん
で
い
て
ぐ
ず
つ
た
ら
恥
ず
か
し
い
」「
荷
物

の
扱
い
に
困
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
の
理
由
で
、

車
を
使
い
が
ち
に
な
り
ま
す
。
で
も
よ
く
考
え

る
と
、
こ
の
よ
う
な
体
験
の
巾
か
ら
、
席
を
譲

る
こ
と
や
荷
物
を
ひ
ざ
で
支
え
て
あ
げ
る
な

ど
、
人
の
優
し
さ
、
公
共
の
坊
で
の
ル
l
ル
を
学

ん
で
育
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
0

.
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮
(謁
)
6
0
1
3

体

験

学

習

か

う

学

ぶ

A
君
が
六
年
生
の
夏
、
大
好
き
な
屯
率
に
乗

っ
て
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
車
内
は
す
い
て

い
て
十
分
座
る
席
も
あ
り
ま
し
た
が
、

A
君
は

運
転
席
の
慾
の
所
に
立
ち
、
移
り
行
く
虫
色
に

一
喜

一
憂
、
歓
戸
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

隣
の

線
路
を
知
っ
て
い
る
屯
車
が
通
る
と
、
ド
ア
側

の
慾
に
走
り
大
き
な
戸
を
あ
げ
て
名
前
を
言
っ

て
寄
ぴ
を
表
現
す
る
の
で
す
。
そ
の
時
で
す
。

横
に
な
っ
て
眠
っ
て
い
た
中
年
の
男
性
に

「う

る
せ
え
な
、
静
か
に
し
ろ
!
」
と
ど
な
ら
れ
た

の
で
す
。
A
君
は
び
っ
く
り
し
て
、
す
っ
か
り

し
ょ
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防

て
し
ま
っ
恐
れ
も
あ
る
の
で
、

あ
ま
り
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
手
軽
に
無
理
な

く
始
め
ら
れ
る
運
動
と
し
て
、

「
ウ
ォ

1
キ
ン
グ
」
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

骨
粗
し
ょ
、
立
提
の
予
防
に

は、

一
円

一
万
タ
程
度
で
、

過
に
ニ
H
以
上
歩
く
の
が
良

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、

一
日
十
分
ほ
ど
歩
く

こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
運
動
す
る

こ
と
は
骨
粗
し
よ
う
症
の
予

防
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣

病
(
成
人
病
)
の
予
防
に
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

安
全
に
運
動
を
始
め
る
た

め
、
持
病
の
あ
る
方
は
事
前

に
医
師
と
相
談
し
て
か
ら
始

め
て
く
だ
さ
い
。

A'保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
鈍

)
0
3
1
1

質

し
で
か
か
り
、
骨
を
作
っ
て

い
く
活
動
が
荊
発
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
外
で
巡
勘
合
し

て

n光
を
浴
び
る
と
、
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
す
ピ
タ

「骨
粗
し
ょ
、
立
証
」
の
予

防
に
は
連
動
が
よ
い
と
聞
き

ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
運
動
を
、
ど

れ
く
ら
い
す
れ
ば
よ
い
か
教

え
て
く
だ
さ
い
。

寄
答
え

骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防
に

運
動
が
よ
い
と
い
わ
れ
る
理

由
は
、
運
動
に
よ
り
骨
自
体

に
力
が
加
わ
る
と
カ
ル
シ
ウ

ム
が
吸
収
さ
れ
や
す
く
な
り
、

什
を
強
化
す
る
働
き
が
強
く

な
る
か
ら
で
す
。

運
動
を
す
る
と
、
自
分
の

体
重
が
骨
や
筋
肉
の
負
荷
と

ミ
ン

D
が
体
内
で
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

什
粗
し
さ
ヱ
粧
の
予
防
に

は
、
何
か
特
別
な
迎
動
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

そ
の
よ
う
な
運
動
を
急
に
始

め
る
と
、

A
H
折
な
ど
を
招
い

この時期になると雑草が枯れ、空気も乾燥し、火災が発生しやすくなります。ひ

とたび火災が発生すると急速に燃え広がり、建物へ燃え移る危険性もあります。た

ばこの投げ捨てや風の強い自のたき火はしないようにしましょう。また、火を使っ

た後は、残り火が花王いか、よく確認しましょう。

枯れ草火災を防ごう
o問い合わせ先 嘗備課 (内線2619)
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